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サッパ沢地区の頂上の

標高は335ｍ、晴れた日

には七時雨、安比高原、

折爪岳、階上岳の山々が

見渡せる絶景の地です。

現在、サッパ沢地区の上部では合間を見て、立木

の伐採や抜根の作業を実施しています。ここは勾

配も急で事務所から距離もあるので、おいそれと

戻ってくることが出来ません。そこで、みんなリ

ュックに水筒やおやつをつめて登っていきます。

仕事の合間に、廃材でイスとテーブルを作って

もらいました。ここで獲れたてのキノコを焼いて、

南部美人を飲みながらお月見をする！そんな風流

をしてみたいと、つい空想してしまうのです。

安代生コンさんが、８月

３１日をもって出荷を停

止し、工場を閉じること

になりました。東北自動

車道をはじめとする、安代地区の需要を一手にま

かない一時代を支えてきた工場がなくなることは

寂しい限りです。
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横浜に行った。横浜は都会である。否、大都

会である。都会では、限られた土地の上で出来

る限り多くの人が生活できるよう、最大限の工

夫がなされている。

縦に長い建物。小さな空間に安らぎを持たせ

るための垣根。時間を有効に使うためのシステ

ィマティックに制御されたルール。どれも合理

的で効率的で魅力的である。

しかし、なぜか違和感がある。田舎暮らしが長いせいか。

生まれ育った風土なのか。

社会で経済活動を行う者は、他者より少しでもいい物を、

１円でも安く提供することにしのぎを削っている。その過

程でムダは排除され機能として『美』が残る。横浜の夜景

のなんと美しかったこと。

とぎすまされた（便利な）機能が充満してくると逆に窮

屈になるのではないか。

ある程度、時間と空間の隙間がゆとりを生むのではないか、

とホテルの２０階から光り輝く

観覧車を見て考えた。砕石屋と

してムダを排除しつつ、ゆとり

を提供していくにはどうすれば

いいのだろう。

やがてあっけなく眠りに落ちた。

先日、乳がん検診に行ってきました。なぜか
先生は『お子さんは何人？』と聞いたので二人と答えたら『トン
トンだな！』と言われ？？？
よく聞くと夫婦二人で子供二人だからだと言いました。夫婦に子
供一人だと人口を減らしているのだと言われ思わず納得！

編集後記

安比川鎌倉橋付近 フクタ湖 満水

お祭りで豆絞りの手拭いを

巻いたワンちゃんを見つけま

した。

人混みにも太鼓の音にも動

ぜず楽しそうに観ていました。

実りの秋である。食欲の秋でもある。天の恵み

を美味しくいただいて肥ゆるのであれば本望！お

おらかな気持ちで秋の味覚を味わいましょう。

ちなみに１０月は『見逃すな、心と体のＳＯＳ

みんなでつくる健康職場』をスローガンに全国労

働衛生週間が始まる。事務所のＹ嬢と美味しくお

やつをいただいて、心の健康増進に努める所存で

ある。
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